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No.200 埼玉県嵐山町議会だより議会だより

創　刊　創　刊　２００２００　号　記　念　特　集　号　記　念　特　集

　このたび、嵐山町議会だよりは、節目となる第200号を発刊することができました。
　昭和から平成、令和へと時代が移り変わる中、町民の皆さまに議会の動きをわかりやすく
お伝えするため歩みを重ねてまいりました。これもひとえに、日頃よりご支援とご理解をい
ただいている町民の皆さまのおかげであります。これからも、議会と町民をつなぐ架け橋と
して、さらに読みやすく、親しみやすい紙面づくりに努めてまいります。

議員が編集した手づくり議会だよりです。こちらからご覧になれます。

～200号　記念に寄せて～～200号　記念に寄せて～

令和７年第３回定例会傍聴者　33人令和７年第３回定例会傍聴者　33人
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議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号　 2

145号

168号
177号

168号

147号

146号

議会基本条例施行

「嵐山町ぽい捨てゼロできれいな
町づくり条例」制定 議場コンサート開催

議場コンサート開催

第1回議会報告会開催

第1回議会報告会
お知らせ

平成24年2月発行

平成29年11月発行

令和2年2月発行

平成29年11月発行

平成24年8月発行

平成24年5月発行

志賀2区との意見交換会＝R7.7.26（写真）

★請願・陳情審査において、必要に応じて提
出者から説明を聴く機会を設ける。
★開かれた議会を目指して、議会モニター制
度を取り入れる。現在、10名の方が議会
モニターとして活躍中。

令和７年より各地域に出向いて
意見交換する試みを開始

議会から条例を
制定

議会だより議会だより    ののあゆみあゆみ
～開かれた議会　 をめざして～～開かれた議会　 をめざして～
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3　 議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号

議員定数の変遷議員定数の変遷

145号

議会だより
第1号

182号
198号

「嵐山町太陽光発電設備の設置及び
管理等に関する条例」制定

ハイスクール議会開催

昭和51年
1月24日創刊号

（議会報）

令和3年5月発行

令和7年5月発行

©嵐山町2011

昭和58年昭和58年

平成15年平成15年

2626→→24人24人

2020→→18人18人

昭和62年昭和62年

平成19年平成19年

2424→→22人22人

1818→→14人14人

平成7年平成7年

令和元年令和元年

2222→→20人20人

1414→→13人13人

議会から条例を
制定

議会だより議会だより    ののあゆみあゆみ
～開かれた議会　 をめざして～～開かれた議会　 をめざして～

20
25
.1
1-
1



決
　
　
算

議
　
　
案

一
般
質
問

200
号
記
念
特
集

委
員
会
報
告

議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号　 4

監
査
委
員
意
見
要
旨

※１万円未満は四捨五入を行っているため、数値の合計等が合わない場合があります。一般会計の概要一般会計の概要

自主財源 51.8% 依存財源 48.2%
42億8,372万円 39億9,048万円

●�９月８日から11日まで開かれた決算審査特別委員会（委員長：犾守勝義、副委員長：佐藤
弘美）において審査し、一般会計、特別会計、公営企業会計ともに認定されるべきものと
採決されました。
●各議員から町への質疑は235件、総括質疑は5人から19件ありました。

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
実

質
単
年
度
収
支
が
約
７
０
０
０
万

円
の
黒
字
に
転
じ
、
財
政
調
整
基

金
も
一
定
程
度
積
立
て
が
確
保
さ

れ
、
積
立
基
金
の
残
高
も
前
年
度

と
比
較
し
て
約
２
億
９
０
０
０
万

円
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
債

残
高
も
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

２
億
３
６
０
０
万
円
減
少
し
て
お

り
、
財
政
状
況
は
改
善
傾
向
に
あ

る
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
今
後
、
学
校
再
編
に

係
る
多
額
の
支
出
が
見
込
ま
れ
る

な
か
、
本
庁
舎
、
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
等
の
施
設
の
改
修
等
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
ま

で
以
上
に
厳
し
い
財
政
運
営
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
改
修
へ
の
積
立
て
も

計
画
的
に
行
い
、
10
年
後
、
20
年

後
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
務
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

監
査
委
員�

原
　
　
義
彦

監
査
委
員�

青
柳
　
賢
治

令和６年度決算　　　を認定令和６年度決算　　　を認定一 般 会 計一 般 会 計
特 別 会 計特 別 会 計
公営企業会計公営企業会計

歳　入
82億7,420万円

77億6,616万円

歳　出

財産収入・諸収入（1.3%）1億685万円
繰入金・繰越金（11.5%）9億5,489万円

地方譲与税・各種交付金（9.7%）
8億394万円

地方交付税（14.2%）
11億7,314万円

寄附金（1.9%）1億5,970万円

その他（1.2%）
9,448万円

公債費（8.5%）
6億5,692万円
教育費（8.1%）
6億2,827万円
消防費（4.7%）
3億6,159万円

土木費（12.1%）
9億4,065万円

商工費（1.9%）1億5,113万円 農林水産業費（1.6%）1億2,393万円
衛生費（9.2%）7億1,320万円

町債（4.9%）
4億266万円

分担金・負担金・使用料・手数料
（0.6%）4,933万円

町税（36.4%）
30億1,295万円

民生費（32.1%）
24億9,057万円

総務費（20.7%）
16億541万円

国・県支出金（19.5%）
16億1,075万円
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5　 議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号

第３水源にある
エアーチャンバー
（水撃防止装置）

※１万円未満は四捨五入を行っているため、数値の合計等が合わない場合があります。

決算審査特別委員会

Q
　
学
校
教
育
Ｉ
Ｔ
事
業
修

繕
費
の
内
容
は
。

A
　
児
童
生
徒
が
使
用
し
て

い
る
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
修
理
費
用
。

Q
　
ド
ロ
ー
ン
講
習
は
受
講

者
全
員
が
資
格
取
得
を
し
た

の
か
。

A
　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
事
業
を

活
用
し
、
町
か
ら
の
提
案
事

業
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、

法
令
等
の
座
学
と
操
作
体
験

を
す
る
内
容
で
あ
る
。

Q
　
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
の
地
域
別
利
用
状
況
は
。

A
　
中
部
地
域
（
菅
谷
・
川

島・志
賀・む
さ
し
台・平
沢
）

７
４
６
人
、
南
部
地
域
（
遠

山
・
千
手
堂
・
鎌
形
・
大
蔵
・

根
岸
・
将
軍
沢
）
77
人
、
北

部
地
域（
古
里・吉
田・越
畑・

勝
田
・
広
野
・
杉
山
・
太
郎

丸
）
75
人
、
合
計
８
９
８
人
。

Q
　
６
年
10
月
か
ら
の
児
童

手
当
拡
大
に
よ
る
影
響
は
。

A
　
改
正
前
９
月
の
受
給
世

帯
数
は
８
５
６
世
帯
、
児

童
１
３
１
５
人
、
支
給
額

１
４
７
９
万
円
。
改
正
後

２
月
で
は
１
０
５
８
世
帯
、

児
童
１
７
１
８
人
、
支
給

額
２
２
０
９
万
円
と
な
り
、

２
０
２
世
帯
４
０
３
名
、
約

７
３
０
万
円
の
増
と
な
っ
た
。

Q
　
供
給
単
価
・
給
水
原
価

増
額
の
理
由
は
。

A
　
４・
５
年
度
は
基
本
料

金
減
免
事
業
を
実
施
し
て
い

た
た
め
、
給
水
収
益
が
減
少

し
、
供
給
単
価
が
増
と
な
っ

た
。
ま
た
、
令
和
以
降
、
事

業
費
用
（
経
常
費
用
）
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
給
水
原

価
増
額
の
主
な
原
因
で
あ
る
。

Q
　
電
気
料
金
値
上
が
り
の

影
響
は
。

A
　
電
気
を
使
用
す
る
施
設

は
７
か
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
場
で
、
営
業
費
用
の
う

ち
電
気
料
金
の
占
め
る
割
合

は
、
０
・
67
％
。
料
金
が
値

上
げ
さ
れ
れ
ば
、
少
な
か
ら

ず
経
営
に
影
響
は
あ
る
。

Q
　
農
業
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
事
業
の
内
容
は
。

A
　
農
業
者
生
産
体
制
の
強

化
と
経
営
の
安
定
を
図
り
、

魅
力
あ
る
農
業
環
境
を
整
備

す
る
目
的
で
推
進
し
て
い

る
。
意
欲
あ
る
町
在
住
の
農

業
者
で
認
定
農
業
者
、
認
定

新
規
就
農
者
、
農
協
直
売
所

の
組
合
員
を
対
象
に
総
額
で

６
７
８
万
円
の
補
助
を
実
施

し
た
。

学校教育防　　災

高齢者福祉

特別会計・公営企業会計概要特別会計・公営企業会計概要

子育て支援

水道事業下水道事業

農業者支援

区分　　
項目 歳　　入 歳　　出 差 引 額 被保険者数

特

別

会

計

国民健康保険 19億3,224万円 18億3,793万円 9,431万円 3,267人

後期高齢者医療 3億1,570万円 3億1,180万円 390万円 3,406人

介 護 保 険 16億5,537万円 15億9,057万円 6,481万円 5,933人

区分　
項目 水 道 事 業 会 計 下 水 道 事 業 関 係

予 算 額 決 算 額 予 算 額 決 算 額

企

業

会

計

収益的
収 支

収入 5億3,206万円 5億4,113万円 6億3,319万円 6億4,258万円

支出 4億8,929万円 4億4,723万円 5億9,421万円 5億7,335万円

資本的
収 支

収入 3億9,494万円 3億7,883万円 2億8,910万円 2億2,675万円

支出 4億5,768万円 4億6,904万円 3億6,544万円 3億911万円
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議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号　 6

決算現地調査＝R7.9.11
（左）第１・２・３水源浸水対策工事　（右）ラベンダー園事業

（右）犾守勝義　議長
（左）𠮷本秀二　副議長

反　対反　対（渋谷登美子 議員）
　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
認

定
に
反
対
し
ま
す
。

１�

　
国
立
女
性
教
育
会
館
の
協
議

で
は
住
民
や
利
用
者
の
実
態
を

反
映
せ
ず
、
町
民
・
議
会
へ
の

説
明
が
不
十
分
で
し
た
。

２�

　
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
把

握
・
女
性
支
援
は
町
独
自
の
実

効
性
あ
る
政
策
が
な
い
。

３�

　
公
の
講
座
の
講
師
支
出
は
、

公
平
性
を
欠
い
て
い
る
。
説
明

責
任
の
不
足
、
実
態
把
握
の
欠

如
、
公
平
性
の
欠
落
は
町
民
の

信
頼
を
損
な
う
た
め
、
認
定
で
き

ま
せ
ん
。

令 和６年 度 決 算　 一 般 会 計 討 論令 和６年 度 決 算　 一 般 会 計 討 論
議員の主張　～私は賛成・反対しました～

　
町
の
自
主
財
源
と
し
て
ふ
る
さ

と
納
税
で
は
、
令
和
６
年
度
実
績

は
５
０
５
３
件
、
１
億
３
７
１
７

万
円
と
な
り
、
千
年
の
苑
事
業
等

へ
の
活
用
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
基

金
へ
の
積
立
は
、
Ｐ
Ｒ
効
果
と
相

ま
っ
て
町
の
大
き
な
資
産
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
武
蔵
嵐
山
小
中

学
校
新
校
舎
の
整
備
、
川
島
産
業

団
地
の
整
備
等
、
大
き
な
資
金
需

要
が
控
え
、
今
後
の
財
政
事
情
は

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
損
な
う
こ
と
な
く
財
政
の
健

全
化
を
図
り
な
が
ら
諸
事
業
を
着

実
に
進
め
た
こ
と
を
高
く
評
価
す

る
。

　
学
校
再
編
後
、
教
員
が
小
学
校

で
13
人
、
中
学
校
で
４
人
も
減
る
。

そ
の
分
教
員
の
目
が
行
き
届
か
な

く
な
る
。

　
七
郷
小
学
校
は
不
登
校
が
ゼ
ロ

だ
。
教
員
の
目
が
行
き
届
く
か
ら

だ
。

　
ま
た
、
学
校
を
「
特
に
重
要
な

施
設
」
と
位
置
づ
け
る
条
例
が
近

隣
に
は
あ
る
が
、
本
町
に
は
な
い
。

条
例
制
定
し
て
か
ら
「
学
校
設
置

条
例
改
正
」
の
提
案
を
す
べ
き
な

の
に
強
行
し
た
。
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

賛　成賛　成（小林　　智 議員）反　対反　対（川口　浩史 議員）

決算審査特別委員会

議
会
体
制
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

議
会
体
制
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
９
月
18
日
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

な
ど
、
新
し
い
議
会
人
事
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

◎
畠
山
美
幸
　
○
宮
本
大
裕

　
𠮷
本
秀
二
　
　
青
柳
賢
治

　
川
口
浩
史
　
　
渋
谷
登
美
子

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
小
林
智
　
　
○
佐
藤
弘
美

　
竹
内
隆
哲
　
　
橋
本
将

　
藤
野
和
美
　
　
森
一
人

　
犾
守
勝
義

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◎
藤
野
和
美
　
〇
橋
本
将

　
議
長
を
除
く
全
議
員

●�

嵐
山
町
立
小
中
学
校
再
編
調
査

特
別
委
員
会

◎
森
一
人
　
　
○
竹
内
隆
哲

　
議
長
を
除
く
全
議
員

●
議
会
運
営
委
員
会
（
６
人
）

◎
森
一
人
　
　
〇
佐
藤
弘
美

　
畠
山
美
幸
　
　
小
林
智

　
藤
野
和
美
　
　
橋
本
将

●
議
会
選
出
監
査
委
員

　
青
柳
賢
治

●
小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員

　
犾
守
勝
義
　
　
小
林
智

●�

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

議
員

　
犾
守
勝
義
　
　
宮
本
大
裕

※�

嵐
山
町
、
小
川
町
、
滑
川
町
、
と
き
が

わ
町
、
東
秩
父
村
の
５
町
村
に
よ
り
組

織
す
る
一
部
事
務
組
合
。

※�

東
松
山
市
ほ
か
比
企
郡
内
の
７
町
村
で

組
織
す
る
一
部
事
務
組
合
。

委
員
会
構
成
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

◎＝委員長　〇＝副委員長
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7　 議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号

水道料金30％値上げ
　下水道料金25％値上げ
　　浄化槽料金20％値上げ

主
な
歳
入

主
な
歳
出

債
務
負
担
行
為

上下水道料金２か月分（１回の検針分）による比較

令和７年
第３回定例会
（８月28日～9月18日）

　
令
和
８
年
４
月
（
６
月

検
針
分
）
か
ら
水
道
料
金

が
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
値
上

げ
に
な
る
＝
表
参
照
。

　
主
な
要
因
は
、
施
設
の

耐
震
性
確
保
、
老
朽
管
路

の
更
新
、
人
件
費
並
び
に

委
託
料
の
上
昇
。

家
庭
用
・
企
業
用
料
金
収

入
比
率

【
改
定
前
】

　
家
庭
用
40
％

　
企
業
用
60
％

【
改
定
後
】

　
家
庭
用
45
％

　
企
業
用
55
％

家
庭
用
が
負
担
増
に
。

家
庭
用
の
値
上
げ
が

大
き
い
の
は
。

企
業
が
全
体
の
６
割

を
負
担
し
て
い
る
た

め
、負
担
割
合
を
減
ら
し
た
。

使
用
し
た
水
全
て
が

下
水
道
に
流
れ
て
い

な
い
の
で
配
慮
が
必
要
で

は
。

個
別
の
把
握
が
困

難
と
考
え
る
。

　
基
本
使
用
料
、
超
過
使

用
料
に
つ
い
て
平
均
約
25

パ
ー
セ
ン
ト
の
値
上
げ
を

行
う
も
の
。

　
使
用
料
を
平
均
約
20

パ
ー
セ
ン
ト
値
上
げ
を
行

う
も
の
。

歳
入
歳
出

６
億
４
５
２
７
万
円
追
加

総
額
76
億
３
９
０
１
万
円

　
小
中
学
校
学
習
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
を
調
達
す
る

も
の
。ク

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を

選
定
し
た
理
由
は
。

教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
、

価
格
等
を
勘
案
し
た
。

　
屋
根
、
照
明
改
修
工
事

に
併
せ
て
外
壁
塗
装
工
事

を
追
加
す
る
も
の
。

南
側
と
西
側
の
改
修

を
行
わ
な
い
理
由
は
。

立
ち
木
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
北
側
・
東

側
に
比
べ
劣
化
が
進
ん
で

い
な
い
た
め
。

安
藤
康
正
氏
（
新
任
）

　
舩
戸
美
津
子
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
。

議
案
第
３６
号

給
水
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
３７
号

下
水
道
条
例
の
一
部

改
正

議
案
第
３8
号

管
理
型
浄
化
槽
条
例
の

一
部
改
正

議
案
第
３９
号

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
４７
号

財
産
（
学
習
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
）

の
取
得

議
案
第
４８
号

工
事
請
負
契
約
（
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
）
の
変
更

同
意
第
３
号

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
交
付
額
の
決

定
に
伴
う
補
正

�

２
億
８
６
１
６
万
円

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
交
通

島
設
置
工
事
（
３
か
所
）

�

１
５
０
万
円

※�

交
通
島
と
は
、
車
両
の

安
全
な
通
行
を
確
保
す

る
た
め
設
置
す
る
も
の

菅
谷
小
学
校
体
育
館
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化�

74
万
円

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

業
務
委
託

（
令
和
８
〜
10
年
）

�

１
億
８
０
５
６
万
円

�

（
３
２
０
６
万
円
増
）

【家庭用（13㎜・20㎜）】水量別新旧上下水道料金比較表【税込】　（単位：円）

使用水量
（㎥）

水道料金 下水道料金 合　　計
現行料金 新料金 現行料金 新料金 現行料金 新料金

10 1,100 1,990 2,200 3,300 3,300 5,290 
30 2,860 4,380 3,630 5,335 6,490 9,715 
50 5,334 7,740 6,710 9,625 12,044 17,365 

Ｑ

ＱＱ

Ａ

ＡＡ

ＱＡ
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議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号　 8

令和７年　第３回定例会　審議結果令和７年　第３回定例会　審議結果

町長提出議案（賛否の分かれた議案）町長提出議案（賛否の分かれた議案）
全ての議案賛否は
こちらからご覧に
なれます

議案
番号

議　案　名
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました

審議
結果

佐
藤
　
弘
美

竹
内
　
隆
哲

橋
本
　
　
将

宮
本
　
大
裕

犾
守
　
勝
義

小
林
　
　
智

藤
野
　
和
美

𠮷
本
　
秀
二

青
柳
　
賢
治

畠
山
　
美
幸

川
口
　
浩
史

渋
谷
登
美
子

森
　
　
一
人

議案
第36号 嵐山町給水条例の一部を改正することについて 可決 ● × ● ● ● ● × ● ● ● × ×

議
　
　
　
長

議案
第37号 嵐山町下水道条例の一部を改正することについて 可決 ● × × ● ● ● × ● ● ● × ×

議案
第38号 嵐山町管理型浄化槽条例の一部を改正することについて 可決 ● ● ● ● ● ● × ● ● ● × ×

議案
第40号

令和７年度嵐山町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）議定について 可決 ● × × ● ● ● ● ● ● ● × ×

議案
第41号

令和７年度嵐山町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）議定について 可決 ● × × ● ● ● ● ● ● ● × ×

認定
第１号 令和６年度嵐山町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ×

認定
第２号

令和６年度嵐山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定について 認定 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ●

認定
第３号

令和６年度嵐山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ●

認定
第４号

令和６年度嵐山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 認定 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ●

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します（「裁」と記載）。

議案
番号 議　案　名 議案

番号 議　案　名

報告
第４号

令和６年度嵐山町水道事業会計継続費繰越計算書
の報告について

議案
第39号

令和７年度嵐山町一般会計補正予算（第２号）議定
について

報告
第５号 令和６年度嵐山町健全化判断比率の報告について

議案
第42号

令和７年度嵐山町介護保険特別会計補正予算（第１
号）議定について

報告
第６号 令和６年度嵐山町資金不足比率の報告について

議案
第43号

令和７年度嵐山町水道事業会計補正予算（第１号）
議定について

報告
第７号 専決処分の報告について

議案
第44号

令和７年度嵐山町下水道事業会計補正予算（第１号）
議定について

同意
第３号

嵐山町教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

認定
第５号 令和６年度嵐山町水道事業会計決算認定について

議案
第30号

嵐山町職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正することについて

認定
第６号 令和６年度嵐山町下水道事業会計決算認定について

議案
第31号

嵐山町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条
例の一部を改正することについて

議案
第45号

令和６年度嵐山町水道事業会計未処分利益剰余金の
処分について

議案
第32号

嵐山町重度心身障害者医療費支給に関する条例の
一部を改正することについて

議案
第46号

令和６年度嵐山町下水道事業会計未処分利益剰余金
の処分について

議案
第33号

嵐山町こども医療費支給に関する条例の一部を改
正することについて

議案
第47号 財産の取得について（学習者用タブレット端末等）

議案
第34号

嵐山町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条
例の一部を改正することについて

議案
第48号

工事請負契約の変更について（嵐山町Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター改修工事）

議案
第35号 嵐山町介護保険条例の一部を改正することについて

町長提出議案（全員賛成の議案）町長提出議案（全員賛成の議案）
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9　 議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号

10人の議員が町政を問う10人の議員が町政を問う
※本文は質問した議員本人の責任で要約した原稿を掲載しています。
※各議員の質問動画はYouTubeにて配信しております。二次元コードによりご覧になれます。

一 般 質 問一 般 質 問

議員提出議案議員提出議案

議案
番号

議　案　名
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました

審議
結果

佐
藤
　
弘
美

竹
内
　
隆
哲

橋
本
　
　
将

宮
本
　
大
裕

犾
守
　
勝
義

小
林
　
　
智

藤
野
　
和
美

𠮷
本
　
秀
二

青
柳
　
賢
治

畠
山
　
美
幸

川
口
　
浩
史

渋
谷
登
美
子

森
　
　
一
人

発委
第６号 嵐山町議会基本条例の一部を改正する条例の提出について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議
　
　
　
長

発議
第６号

人種等を理由とする差別的言動を禁止する法制定を求め
る意見書の提出について 否決 × × × × × × ● × × × ● ●

発議
第７号 包括的差別禁止法の制定を求める意見書の提出について 否決 × × ● × × × ● × × × ● ●

発議
第８号

人工芝およびゴムチップ舗装設置に関する規制を求める
意見書の提出について 否決 × × × × × × ● × × × ● ●

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します（「裁」と記載）。

𠮷本　秀二
質問事項 ◆�千年の苑ラベンダー園の今後について

青柳　賢治
質問事項 ◆町制施行６０周年記念事業について

◆多文化共生社会を目指す自治体とは

宮本　大裕
質問事項 ◆嵐山町消防団の維持強化について 小林　　智

質問事項 ◆固定資産税課税の公平性確保について
◆ふるさと納税の実績と取組み方針
◆嵐山町所在文化財の現況と活用ついて

藤野　和美
質問事項 ◆マイナ保険証について

◆�観光地域づくり法人（DMO）について

橋本　　将
質問事項 ◆嵐山のまつりについて

川口　浩史
質問事項 ◆ふれあい交流センターについて

◆交流センターについて
◆ラベンダーまつりについて
◆教育環境について

犾守　勝義
質問事項 ◆�｢らんざんラベンダーまつり｣ を終えて

◆�学校が子どもたちにとって、安心安
全な場であるために
◆�本町の米や露地野菜の作柄状況について

渋谷登美子
質問事項 ◆�独立行政法人男女共同参画機構法施

行について
◆�嵐山町太陽光発電の設置及び管理等
に関する条例の改正
◆�ゼロカーボンシティ宣言の取り組み
について
◆小学校学校給食無償化について
◆駅ボランティア導入について

畠山　美幸
質問事項 ◆リチウムイオン電池の取り扱いについて

◆災害級の暑さへの町の対策について
◆�武蔵嵐山駅西口ロータリー完成に伴い、
「菅谷東西線」の道路建設について

１ ７

2
８

６

３

９4

105
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議会だより「らんざん」　 令和7年11月１日　第200号　 10

全
国
の
消
防
士
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
。

嵐
山
町
消
防
団
の
維
持
強
化
に
つ

い
て

問  

《
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

る
》
尊
い
志
し
を
懐
き
、
自
分
の
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
日
々
訓
練
を
重
ね
、
危
険

な
現
場
に
駆
け
つ
け
て
、
町
民
の
命
を
守

る
消
防
団
の
活
動
環
境
に
つ
い
て
伺
う
。

地  

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
地
方
公

務
員
。
団
員
定
数
１
１
０
名（
男
性
93
名・

女
性
７
名
・
機
能
別
団
員
10
名
）。
女
性

団
員
は
、
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心

肺
蘇
生
法
・
応
急
手
当
・
住
宅
用
火
災
警

報
器
普
及
等
の
啓
発
活
動
に
従
事
し
て
い

る
。
課
題
と
し
て
、
若
手
団
員
の
消
防
車

運
転
免
許
の
取
得
、
活
動
範
囲
の
拡
大
に

よ
る
団
員
の
負
担
増
、
将
来
的
な
団
員
の

確
保
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

問  

学
校
に
お
け
る
訓
練
の
実
演
は
。

教
育
長  
社
会
科
学
習
の
一
環
と
し
て
、

消
防
団
の
活
動
を
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
は

意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

問  

外
国
人
消
防
団
員
の
起
用
は
。

地  

入
団
を
歓
迎
す
る
。

問  

団
員
募
集
し
ゃ
べ
る
自
動
販
売
機
・

ラ
ッ
ピ
ン
グ
販
売
機
設
置
の
考
え
は
。

地  

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、ふ
れ
あ
い・

北
部
交
流
セ
ン
タ
ー
は
生
涯
学
習
課
の
管

轄
で
あ
る
た
め
、
設
置
は
可
能
か
と
思
わ

れ
る
。

町
長  

町
は
消
防
団
を
応
援
す
る
。
し
ゃ

べ
る
自
販
機
は
楽
し
み
な
が
ら
広
報
活
動

が
で
き
る
の
で
、
財
源
を
考
慮
し
検
討
す

る
。こ
う
し
て
支
え
ら
れ
て
い
る
事
実
を
、

多
く
の
子
ど
も
や
町
民
に
見
て
感
じ
て
ほ

し
い
。
消
防
団
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
何
よ

り
も
団
員
を
家
族
の
も
と
へ
無
事
に
帰
す

こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。

企 企業支援課長　地 地域支援課長　　教総 教育総務課長

千
年
の
苑
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
の
今
後

に
つ
い
て

問  

今
年
度
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
の
収

支
、
入
場
者
数
、
有
料
駐
車
台
数
は
。

企  

総
収
入
９
８
１
万
５
２
１
円
、
総

支
出
８
９
６
万
３
３
４
５
円
、
差
し
引

き
84
万
７
１
７
６
円
の
黒
字
だ
っ
た
。

ゲ
ー
ト
入
場
者
の
み
の
カ
ウ
ン
ト
で
、

１
万
４
８
６
２
人
だ
が
、
他
か
ら
の
入
場

者
も
相
当
数
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

普
通
車
４
５
５
６
台
、
大
型
車
30
台
、
バ

イ
ク
13
台
。

問  

今
後
の
考
え
は
。

企  

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
中
心
と
し
た
観
光
農

園
と
し
て
運
営
す
る
予
定
で
あ
る
。
作
付

け
面
積
の
見
直
し
等
を
行
い
、
管
理
が
容

易
な
体
制
の
構
築
を
考
え
て
い
る
。

副
町
長  

こ
ど
も
計
画
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、幼
稚
園
か
ら
青
少
年
に
至
る
ま
で
、

他
市
町
村
に
紹
介
し
た
い
場
所
、
町
の
誇

れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
い
か
に
現
実

を
踏
ま
え
て
繋
げ
て
い
く
か
が
町
の
大
き

な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

問  

ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
、
四
季
折
々
の
花
の
整
備
ま

で
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
て
い
る
よ
う
に
思

え
な
い
。

企  

ど
の
程
度
の
面
積
で
あ
れ
ば
き
っ
ち

り
管
理
で
き
る
の
か
、
も
う
一
度
見
直
し

を
し
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て
、
方
向
性
を

決
め
て
い
き
た
い
。

町
長  

運
営
方
法
に
つ
い
て
提
言
を
い
た

だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
経
費
を
大
幅
に
抑
え
、

黒
字
に
で
き
た
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
の

土
地
を
確
保
し
、
雨
で
も
ぬ
か
ら
な
い
環

境
に
整
備
で
き
た
点
に
お
い
て
大
き
な
改

善
が
図
れ
た
。
花
の
育
成
状
況
で
入
園
料

を
無
料
に
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
も
観
光
協
会
と
と

も
に
し
っ
か
り
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
中
で

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

嵐山消防団【公式サイト】

𠮷
よしもと
本　秀

しゅうじ
二 議員

成功の鍵はラベンダー園の管理＝R7.6.22

宮
みやもと
本　大

だいゆう
裕 議員
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橋
はしもと
本　将

まさ
 議員

嵐
山
の
ま
つ
り
に
つ
い
て

問  

ま
つ
り
は
地
域
文
化
の
継
承
や
住

民
交
流
の
促
進
に
つ
な
が
る
。
各
イ
ベ
ン

ト
と
町
の
位
置
付
け
は
。

企  

さ
く
ら
ま
つ
り
・
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会
は
商
工
会
、
嵐
山
ま
つ
り
は
町
が
事

務
局
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
は
観
光
協
会

と
町
の
共
催
と
な
っ
て
い
る
。 

問  

ま
つ
り
の
継
続
、
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

企  

町
と
し
て
は
、
各
実
行
委
員
会
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
相
談
に
の
り
、
支
援
し
て

い
く
と
い
う
姿
勢
。

副
町
長  

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
実
行
委
員
会

や
区
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
。
町
と
し

て
は
開
催
し
て
欲
し
い
が
、
強
制
す
る
事

は
で
き
な
い
。

問  

都
幾
川
桜
堤
み
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園

と
共
に
千
年
の
苑
だ
と
思
う
。
さ
く
ら
ま

つ
り
を
共
催
に
し
て
み
て
は
。

企  

観
光
協
会
で
イ
ベ
ン
ト
化
の
計
画
は

あ
る
。

問  

嵐
山
ま
つ
り
は
武
者
行
列
、
文
化
展

な
ど
、
嵐
山
町
の
特
色
が
で
て
い
る
。
来

年
も
ヌ
エ
ッ
ク
で
開
催
で
き
る
か
。

企  

来
年
度
以
降
の
ヌ
エ
ッ
ク
で
の
開
催

は
不
透
明
。
こ
れ
か
ら
各
部
会
で
検
討
し

て
い
く
。

問  

ま
つ
り
は
各
芸
能
の
発
表
や
体
験

の
場
で
、
文
化
継
承
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長  
古
里
の
祭
囃
子
（
ま
つ
り
ば
や

し
）
を
各
校
の
小
学
生
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

問  

町
の
賑
わ
い
の
為
に
私
自
身
も
一

肌
二
肌
ぬ
ぐ
覚
悟
で
望
み
た
い
。
そ
う

い
っ
た
人
や
団
体
へ
の
対
応
は
。

町
長  

ま
つ
り
は
地
域
の
熱
意
。
さ
く
ら

ま
つ
り
が
そ
う
だ
っ
た
。
や
り
た
い
と
い

う
決
意
を
持
ち
、
企
画
を
町
に
確
認
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
協
力
す
る
事
は

全
く
問
題
が
な
い
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
欲
し

い
。

企 企業支援課長　地 地域支援課長　　教総 教育総務課長

犾
いずもり
守　勝

かつよし
義 議員

「法務局LINEじんけん相談」
友だち追加

友だち追加は
こちらから！

学
校
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
　

安
心
安
全
な
場
で
あ
る
た
め
に

問  

教
員
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
性
犯

罪
や
性
暴
力
が
多
発
し
て
い
る
。
他
市
で

起
き
た
こ
と
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。 

教
育
長  

児
童
生
徒
に
対
す
る
性
暴
力
は

｢

魂
の
殺
人｣

と
も
言
わ
れ
、
被
害
者
は
、

そ
の
後
も
長
い
年
月
に
わ
た
り
苦
し
み
が

続
き
、決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

本
町
か
ら
は
加
害
者
も
被
害
者
も
絶
対
に

出
さ
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て

対
応
し
て
い
く
。
同
時
に
、
何
処
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
危
機
感
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問  

県
教
育
委
員
会
か
ら
依
頼
の
緊
急

点
検
の
実
施
方
法
と
結
果
は
。
本
町
の
小

中
学
校
は
、安
心
安
全
な
場
と
言
え
る
か
。

教
育
長  
町
内
全
て
の
小
中
学
校
を
対
象

に
、
校
内
の
全
ト
イ
レ
、
更
衣
室
、
教
室
、

部
活
動
の
部
室
等
に
つ
い
て
、
不
審
物
の

有
無
、掲
示
物
や
ポ
ス
タ
ー
の
管
理
状
況
、

鍵
の
管
理
、
整
理
整
頓
の
状
態
等
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
町
独
自
の
項
目
と
し
て
、

校
内
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
使

用
ル
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
も
確
認
し
た
。
結
果
、
不
審
物
や
不
審

箇
所
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
課
題
と
し

て
、
職
員
更
衣
室
の
施
錠
が
見
受
け
ら
れ

た
が
、
現
時
点
で
は
学
校
は
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
安
心
安
全
な
環
境
と
し
て
認
識

し
て
い
る
。

　
２
学
期
以
降
も
教
職
員
へ
の
研
修
や
目

の
届
き
に
く
い
場
所
の
改
善
、
教
室
内
で

の
密
室
状
態
の
指
導
を
避
け
る
等
、
具
体

的
な
指
導
を
各
校
の
管
理
職
を
通
じ
て
継

続
し
て
い
く
。

問  

防
犯
カ
メ
ラ
は
有
効
だ
。
設
置
の
考

え
は
。

教
総  

有
効
性
は
認
識
し
て
い
る
。
不
審

者
対
策
を
目
的
と
し
た
設
置
は
検
討
し
て

い
く
。
一
方
、
校
内
カ
メ
ラ
設
置
は
慎
重

に
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
つ
い
て

問  

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し

た
製
品
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
加
熱
式
た

ば
こ
等
）
の
普
及
に
伴
い
、
ご
み
収
集
・

処
理
時
の
発
火
事
故
が
全
国
的
に
増
加
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
未
然
防
止
と
対
応

体
制
の
整
備
が
課
題
で
あ
る
。
町
内
の
ご

み
収
集
車
や
処
理
場
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
が
原
因
と
み
ら
れ
る
火
災
・
発
煙
事

故
の
発
生
は
あ
る
か
。

環  

過
去
３
年
間
で
町
委
託
に
よ
る
収
集

車
及
び
小
川
地
区
衛
生
組
合
施
設
内
で
の

火
災
・
発
煙
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。

問  

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
含
む
小

型
充
電
池
製
品
の
分
別
ル
ー
ル
を
ど
の
よ

う
に
定
め
て
い
る
か
。

環  

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
で
電
池
が
取
り

外
せ
る
場
合
、
本
体
は
金
属
類
、
電
池
は

有
害
ご
み
と
し
て
分
別
を
お
願
い
し
て
い

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

問  

マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
状
況
は
。

町  

３
月
現
在
で
、
国
民
健
康
保
険
２
１

６
０
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
２
３
６

２
人
と
な
っ
て
い
る
。

問  

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
に

資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
考
え
は
。

町  

一
律
交
付
す
る
予
定
は
な
い
が
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
方
で
も
申
請

が
あ
れ
ば
交
付
す
る
。

問  

国
保
税
の
滞
納
世
帯
へ
の
対
応
は
。

町  

納
付
期
限
か
ら
１
年
以
上
未
納
で
、

複
数
回
納
付
に
資
す
る
取
組
を
行
っ
て
も

何
の
連
絡
も
な
い
世
帯
へ
は
、
窓
口
負
担

が
10
割
で
、
事
後
に
申
請
に
よ
り
町
か
ら

７
割
分
の
特
別
療
養
費
の
支
払
い
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
資
格
確
認
書
（
特
別
療

養
）
を
交
付
し
て
い
る
。

問  

窓
口
10
割
負
担
は
重
く
、
受
診
控
え

に
な
る
の
で
は
。

町  

申
し
出
に
よ
り
、
支
払
い
が
困
難
な

特
別
な
事
情
に
準
ず
る
状
況
と
判
断
で
き

る
。
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
等
、
本
体
が

取
り
外
せ
な
い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
有
害

ご
み
と
し
て
出
す
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

膨
張
・
変
形
し
た
も
の
は
発
火
の
危
険
が

あ
る
た
め
、
小
川
地
区
衛
生
組
合
へ
直
接

持
込
み
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問  

家
庭
ご
み
と
し
て
の
誤
排
出
を
防

ぐ
た
め
に
、
拠
点
回
収
（
町
施
設
や
店
舗

等
）
で
の
安
全
な
回
収
体
制
は
整
っ
て
い

る
か
。

環  
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
の
他
、
町

内
で
は
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
回
収
協

力
店
が
１
か
所
あ
り
、
店
員
確
認
の
う
え

安
全
に
回
収
し
て
い
る
。

れ
ば
、通
常
の
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
。

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
つ
い
て

問  

登
録
申
請
の
状
況
は
。
　

企  

８
月
８
日
付
で
申
請
を
し
た
。

問  

登
録
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

企  

関
係
省
庁
に
よ
る
各
種
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
事
業
費
補
助
金
も
あ
る
。

問  

観
光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
、
町
民

の
協
力
を
得
る
考
え
は
。

企  

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
意
見
を
募
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問  

町
民
参
加
の
取
り
組
み
は
。

企  

マ
イ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ
や
手
芸
施

設
で
の
講
座
開
催
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

問  

他
の
自
治
体
と
の
関
係
強
化
は
。

企  

東
松
山
比
企
広
域
観
光
推
進
協
議
会

で
の
取
り
組
み
や
板
橋
区
な
ど
へ
の
お
祭

り
参
加
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

環 環境課長　町 町民課長　企 企業支援課長　　福 福祉課長　総 総務課長　生 生涯学習課長

藤
ふじの
野　和

かずみ
美 議員

衛生組合まで持って行くのは大変な方もいる。
対応が必要。
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七郷地区神社の彫刻（文化財未指定）

「嵐山町の外国人登録者数
(R7年４月１日現在）」

男371人、女419人、合計790人

小
こばやし
林　智

さとし
 議員

青
あおやぎ
柳　賢

け ん じ
治 議員

指
定
外
の
文
化
財
の
調
査
、
評
価

に
つ
い
て

問  

指
定
さ
れ
て
い
な
い
文
化
財
の
な
か

に
も
貴
重
で
重
要
な
文
化
財
も
あ
る
。
調

査
・
評
価
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

生  

嵐
山
町
博
物
誌
編
さ
ん
事
業
に
お
い

て
、
全
町
に
お
よ
ぶ
悉し

っ
か
い皆
調
査
を
実
施
。

し
か
し
、
漏
れ
て
い
る
も
の
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
引
き
続
き
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
。現
在
指
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
も
、

新
た
な
資
料
等
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
の

重
要
性
と
保
護
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

問  

指
定
文
化
財
の
活
用
と
今
後
の
方
針

は
。

教
育
長  
文
化
財
に
は
学
術
的
な
も
の
と

し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
面
と
、
広
く
公

開
し
観
光
と
し
て
活
用
し
て
い
く
面
が
あ

る
。
現
在
、
史
跡
杉
山
城
跡
保
存
活
用
計

画
を
策
定
中
で
あ
り
、
活
用
し
て
広
く
見

分
し
て
い
た
だ
く
方
向
で
も
考
え
て
い

る
。

問  

文
科
省
で
推
進
し
て
い
る
「
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
」
の
取
組
み
は
。

教
育
長  

子
ど
も
た
ち
向
け
に
は
、
子
ど

も
大
学
に
て
「
嵐
山
再
発
見
ツ
ア
ー
」
を

実
施
し
て
い
る
。
町
内
町
外
問
わ
ず
こ
こ

を
回
っ
て
み
た
い
と
思
う
マ
ッ
プ
や
資
料

を
作
成
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
、
そ
の

元
と
な
る
「
保
存
活
用
地
域
計
画
」
も

し
っ
か
り
念
頭
に
置
い
て
文
化
財
の
活
用

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

環 環境課長　町 町民課長　企 企業支援課長　　福 福祉課長　総 総務課長　生 生涯学習課長

多
文
化
共
生
社
会
目
指
す
自
治
体

と
は

問  

「
埼
玉
県
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
役
割

推
進
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

福  

埼
玉
県
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
市
町
村
窓
口
に
お
け
る
手
続
の

機
会
等
を
活
用
し
、
外
国
人
住
民
へ
の
効

果
的
な
情
報
提
供
や
地
域
活
動
へ
の
参
画

促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
の

記
載
が
あ
る
。
町
で
は
、
従
前
よ
り
町
民

課
に
翻
訳
機
を
設
置
し
、
窓
口
で
の
手
続

に
関
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
４
か
国
語
の
多
言
語
表
記
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
７
か
国
語
に
対
応
し
て
い

る
。
第
６
次
総
合
振
興
計
画
は
、
後
期
５

年
の
計
画
期
間
に
向
け
た
改
定
作
業
を
進

め
て
お
り
、
外
国
人
住
民
に
対
す
る
施
策

を
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
内

容
は

問  

町
制
施
行
60
周
年
記
念
町
歌
作
成

の
進
捗
と
工
程
は
。

総  

選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
制
作
を
進

め
て
い
る
。
９
月
よ
り
歌
詞
を
公
募
し
、

作
曲
は
、
編
曲
・
ア
レ
ン
ジ
等
を
含
め
制

作
を
依
頼
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

問  

60
周
年
事
業
の
予
定
、
企
画
は
。

総  
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
令
和
９

年
度
に
は
、
各
種
記
念
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
庁
内
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
実
施
す
る
事
業
に

つ
い
て
検
討
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

嵐
山
町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層

の
誇
り
と
愛
郷
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機

運
醸
成
の
機
会
と
と
ら
え
、
記
念
事
業
を

企
画
す
る
。

単位(人 )

ベトナム 359

ブラジル 120

インドネシア 49

カンボジア 46

中国 37

その他 179
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ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問  

平
成
23
年
に
大
規
模
改
修
工
事
を

終
え
た
「
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が

雨
漏
り
を
し
て
い
る
。
雨
漏
り
は
い
つ
か

ら
か
。

生  

平
成
28
年
か
ら
発
生
し
て
い
る
。

問  

原
因
は
。

生  

旧
庁
舎
と
の
継
ぎ
目
部
分
に
構
造
上

弱
い
部
分
が
あ
り
、
雨
漏
り
箇
所
が
集
中

し
て
い
る
。
ま
た
、
防
水
シ
ー
ト
が
途
中

ま
で
し
か
覆
わ
れ
て
お
ら
ず
、
横
風
が
強

い
状
況
で
は
雨
が
壁
内
に
流
れ
込
ん
で
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
。
更
に
、
外
壁
塗

装
が
劣
化
し
、
亀
裂
個
所
か
ら
雨
が
浸
透

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。

問  

維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

き
た
の
か
。

生  

令
和
２
年
ま
で
専
属
職
員
が
勤
務

し
、
日
頃
の
管
理
を
実
施
し
て
き
た
。
３

年
か
ら
は
会
計
年
度
任
用
職
員
１
名
の
勤

武
蔵
嵐
山
駅
に
駅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

問  

武
蔵
嵐
山
駅
の
１
日
平
均
乗
降
人

員
は
６
４
８
７
人
で
、
小
学
生
の
通
学
で

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
過
去
に
視
覚
障
害

者
の
方
が
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
す
る
事
故
も

あ
っ
た
。
駅
構
内
に
あ
る
場
所
を
活
用
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
き
、
住
民
や

学
生
を
対
象
に
駅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導
入
を

す
べ
き
で
は
。

福  

駅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
国
交
省
が
推

進
す
る「
地
域
サ
ポ
ー
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」

と
し
て
重
要
な
役
割
だ
が
、
鉄
道
事
業
者

と
の
協
議
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
視

覚
障
害
や
車
椅
子
等
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
に
は
研
修
が
必
須
で
、
国
立
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
防
衛
医

科
大
学
病
院
が
あ
る
先
進
地
の
所
沢
市
で

も
修
了
者
の
み
が
活
動
し
て
い
る
。
心
の

務
体
制
に
よ
る
貸
館
業
務
の
み
事
務
所
で

継
続
し
、
日
常
の
管
理
は
生
涯
学
習
担
当

が
現
地
に
出
向
い
て
実
施
し
て
い
る
。
な

お
、
清
掃
や
資
格
が
必
要
な
業
務
は
委
託

し
て
実
施
し
て
い
る
。

学
校
再
編
後
の
教
員
数
に
つ
い
て

問  

学
校
再
編
後
、
今
よ
り
教
員
は
何
人

少
な
く
な
る
の
か
。

教  

確
定
的
で
は
な
い
が
、
小
学
校
で
15

人
、
中
学
校
で
２
人
少
な
く
な
る
と
み
て

い
る
。

問  
さ
わ
や
か
相
談
員
は
何
人
に
な
る

の
か
。

教  

さ
わ
や
か
相
談
員
は
各
中
学
校
に
１

人
ず
つ
い
る
の
で
現
在
２
人
い
る
。
再
編

後
、
中
学
校
は
１
つ
に
な
る
の
で
１
人
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
研
修
を
含
め
、
安
全
面

か
ら
慎
重
な
導
入
が
必
要
と
考
え
る
。

問  

町
で
も
所
沢
市
の
よ
う
に
、
年
２
回

研
修
を
行
い
、
高
校
生
や
住
民
を
巻
き
込

め
ば
十
分
可
能
と
考
え
る
。
滑
川
町
や
東

松
山
、
小
川
町
な
ど
周
辺
自
治
体
と
連
携

す
れ
ば
、
東
武
鉄
道
に
対
し
て
も
強
い
働

き
か
け
が
で
き
る
が
。

福  

駅
構
内
は
鉄
道
事
業
者
の
責
任
範
囲

で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
補
完
的
役
割

に
と
ど
ま
る
。
東
武
鉄
道
が
駅
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
確
認

し
、
そ
の
上
で
検
討
し
て
い
く
。

生 生涯学習課長　教 教育総務課長　福 福祉課長

川
かわぐち
口　浩

ひ ろ し
史 議員

渋
しぶ や
谷登

と み こ
美子 議員

ふれあい交流センター
出典：嵐山町ホームページ
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北本市デマンド交通視察＝ R7.7.9

講演会「子どもの権利条約について」＝ R7.7.7（役場会議室）

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

各
委
員
会
報
告
書
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す

（7/9・18・8/7）

（7/7・17）

地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

【
町
へ
の
提
言
】

１�

　
地
域
公
共
交
通
全
体
を
俯
瞰

し
、
町
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
課

題
解
決
を
行
う
「
地
域
公
共
交

通
会
議
」
の
早
期
着
手

２�

　「
地
域
交
通
」「
町
民
の
移
動

手
段
確
保
」
を
目
的
と
し
て
、

「
福
祉
」
だ
け
に
拘
ら
ず
横
断

的
・
総
合
的
に
取
り
組
む
仕
組

み
づ
く
り

３�

　
南
北
に
長
い
地
理
的
特
性
、

病
院
施
設
・
教
育
施
設
等
の
近

隣
市
町
村
へ
の
依
存
・
交
流
な

ど
の
社
会
的
特
性
を
踏
ま
え
た

地
域
交
通
の
広
域
で
の
検
討

４�

　
直
営
・
無
料
の
会
員
登
録
方

式
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
ま

た
は
民
間
事
業
者
委
託
型
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
検
討

５�

　
福
祉
施
設
バ
ス
、
送
迎
車
、

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
共
用

を
視
野
に
置
い
た
幅
広
い
デ
マ

ン
ド
交
通
事
業
の
検
討

６�

　
高
齢
者
等
の
移
動
手
段
の
支

援
と
し
て
タ
ク
シ
ー
補
助
事
業

の
必
要
範
囲
で
の
継
続

【
町
へ
の
要
望
】

　
こ
ど
も
計
画
の
各
課
に
亘
る
計
画
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
の
検
証

お
よ
び
計
画
の
見
直
し
に
際
し
、
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
調
査
・
研

究
を
重
ね
、
子
ど
も
の
意
見
表

明
権
を
議
会
基
本
条
例
に
加
え

る
た
め
の
条
項
を
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
新
島
一
彦
氏
と
木
附
千
晶
氏

を
迎
え
た
講
演
会
で
は
、
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
狙

い
、
特
に
第
12
条
の
意
見
表
明

権
の
真
に
め
ざ
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
き

な
成
果
で
あ
っ
た
。
意
見
表
明

権
を
ベ
ー
ス
に
し
た
様
々
な
政

策
に
対
し
、
身
近
な
大
人
と
子

ど
も
と
の
関
係
性
を
保
障
し
続

け
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
し
て

盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
、
と
い

う
こ
と
は
行
政
に
対
す
る
課
題

の
１
つ
で
あ
る
。

地
域
産
業
の
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
駅
西
口
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
行
政
の
取
組
み
を
求

め
る
。

・�

Ｊ
Ａ
跡
地
は
駅
西
口
活
性
化
の

肝
。
町
の
方
向
性
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
。

・�

Ｊ
Ａ
跡
地
は
場
所
が
良
い
。
屋

形
横
丁
形
式
で
の
出
店
や
軽
ト

ラ
マ
ル
シ
ェ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

等
の
駅
前
広
場
利
用
と
の
併
用

に
よ
り
、
更
な
る
効
果
が
望
め

る
。

・�

駅
を
利
用
す
る
観
光
客
の
休
憩

所
や
買
い
物
施
設
が
あ
る
と
良

い
。

・�

跡
地
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
と
の
意

見
交
換
を
早
め
に
や
る
べ
き
。
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次回定例会は　１１月２８日（金）開会の予定です。皆様の傍聴お待ちしています。
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発
行
／
嵐
山
町
議
会　

編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
３
５
５
ー
０
２
１
１　

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山
１
０
３
０
ー
１

☎
０
４
９
３（
６
２
）４
５
８
７

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
広
報
部
会
）　

藤
野
和
美
・
竹
内
隆
哲
・
宮
本
大
裕
・
森
一
人
・
畠
山
美
幸
・
川
口
浩
史

議
会
だ
よ
り
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す

編

集

後

記

編

集

後

記

デン（写真左）のある広々とした校舎
＝R7.7.30

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華
は
彼
岸
花
の
別
名
。
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
に
由
来
し
「
天
界
に
咲
く

花
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

嵐山町立小中学校再編調査特別委員会

　
こ
の
た
び
「
議
会
だ
よ

り
」
は
記
念
す
べ
き
２
０
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
の

創
刊
以
来
、
半
世
紀
以
上
に

わ
た
り
発
行
を
続
け
ら
れ
た

の
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
読

み
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
町
議
会
の
活
動

を
「
分
か
り
や
す
く
、
身
近

に
」
お
届
け
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
編
集
委
員
一
同
工
夫

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま

の
声
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

（
畠
山
）

●�
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
通
学
路
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

【
学
校
統
合
推
進
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
】

　
北
部
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
エ
リ
ア
は
、

「
小
学
校
生
は
七
郷
小
学
校
区
全
体
、

中
学
生
は
古
里
地
区
」
と
い
う
事
務

局
案
を
示
し
、
検
討
し
て
き
た
。
し

か
し
、
再
編
調
査
特
別
委
員
会
や
保

護
者
、
通
学
安
全
部
会
委
員
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
勘
案
し
、
ま
た
、
通

学
に
お
け
る
実
地
調
査
を
踏
ま
え
た

上
で
バ
ス
エ
リ
ア
の
再
検
討
を
し
た

い
。
今
後
、
資
料
を
精
査
し
て
引
き

続
き
検
討
を
重
ね
、
北
部
の
バ
ス
エ

リ
ア
を
検
討
し
て
い
く
。

●
主
な
質
疑

Q�  

南
部
の
遠
距
離
通
学
者
も
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
範
囲
に
入
っ
て

い
る
の
か
。

A�  

バ
ス
の
範
囲
は
決
定
事
項
で
は

な
い
。
委
員
か
ら
南
部
地
区
に
も

バ
ス
を
出
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
は
あ
る
。
町
の
財
政
計
画
の

中
で
ど
こ
ま
で
可
能
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
運
用

経
費
の
試
算
を
行
っ
て
い
る
。

●
新
設
校
舎
に
つ
い
て

【
滑
川
町
立
月
の
輪
小
学
校
行
政
視
察
】

　
コ
モ
ン
ズ
導
入
校
舎
の
校
内
視
察

を
行
っ
た
。

●
主
な
意
見

・�

デ
ン
の
考
え
方
は
、
教
育
理
念
の

中
で
大
き
な
位
置
づ
け
を
も
っ
て

い
る
。

・�

広
々
と
し
て
開
放
感
が
あ
り
、
学

び
の
場
と
し
て
良
い
。

・�「
豊
か
な
心
を
育
て
る
」
と
い
う

教
育
理
念
が
校
舎
に
反
映
し
て
い

る
。

※�

デ
ン
：
友
達
と
語
ら
っ
た
り
、
寝
転
が
っ
て
本

を
読
ん
だ
り
、
自
由
に
使
え
る
あ
ず
ま
や
の
よ

う
な
場
所
。

　
８
月
19
日
、
小
川
地
区
衛
生
組
合

議
会
が
小
川
町
議
場
に
お
い
て
開
会

さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
４
議
案
は
全
て

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

主
な
議
案

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出�

２
億
３
１
１
万
円
増
額

総
額�

18
億
１
０
３
９
万
円

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

収
入
済
額�

17
億
８
０
８
４
万
円

支
出
済
額�

15
億
４
７
７
２
万
円

歳
入
歳
出
差
引
残
額
　

�

２
億
３
３
１
１
万
円

　
８
月
７
日
、
比
企
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
が
東
松
山
市
議
場
に
お
い

て
開
会
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
13
議
案

は
全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

主
な
議
案

●�

令
和
６
年
度
消
防
特
別
会
計
決
算

認
定

・
消
防
指
令
業
務
共
同
運
用
負
担
金

�

２
８
３
６
万
円

Q  

「
埼
玉
西
部
地
域
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
」
運
用
後
、
通
報
か
ら
救

急
車
出
動
ま
で
の
時
間
は
ど
う
変

化
し
た
か
。

A  

装
置
の
高
機
能
化
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
等
に
よ
り
１
分
18
秒
短

縮
し
た
。

（7/14・30）

小
中
学
校
再
編
に
伴
う
教
育
保
障
・
地
域
振
興
・
財
務
計
画
等
に
つ
い
て

小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会


